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健 康 福 祉 部 



予算額
（千円）

予算書
ページ

01
生活困窮者自立支援事
業

01
生活困窮者自立支援事
業

3,566 127

02 学習支援事業 01 学習支援事業 5,313 127

03 参加支援事業 01 参加支援事業 5,257 129

04 アウトリーチ等事業 01 アウトリーチ等事業 2,699 129

05 多機関協働事業 01 多機関協働事業 12,398 129

2
障害者（児）福
祉費

01 障害者（児）支援事業 04 地域生活支援事業 02 タイムケア事業 2,255 133

01
老人福祉センター碧水
荘指定管理事業

4,163 143

02
老人福祉センターフィラン
ソ土山指定管理事業

1,159 143

01
地域介護予防活動支援
事業

01
地域介護予防活動支援
事業

880 145

02
地域包括支援センター
運営事業

01
地域包括支援センター
運営事業

42,262の内
25,994

147

03
生活支援体制整備事業
（介護・地域づくり）

01
生活支援体制整備事業
（介護・地域づくり）

6,778 147

6 介護保険事業費 03 介護予防支援事業 01 介護予防支援事業 01 介護予防支援事業 31,045の一部 151

02
こんにちは赤ちゃん事
業

576 165

05
ファミリーサポート事
業

2,800 165

予算額
（千円）

予算書
ページ

03 地域福祉推進事業 06
社会福祉協議会活動推
進事業

01
社会福祉協議会活動推
進事業

80,500 127

05
重層的支援体制整備事
業

02 共助の基盤づくり事業 01 共助の基盤づくり事業 2,500 129

2
障害者（児）福
祉費

01 障害者（児）支援事業 04 地域生活支援事業 02 タイムケア事業 180 133

3 児童福祉費 1 児童福祉総務費 02 児童福祉一般経費 02 児童福祉一般事業 03
社会福祉協議会活動推
進事業

500 161

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会　資料
関連議案番号：議案第１号、第４号
所管部名：健康福祉部　こども政策部

令和５年度　甲賀市社会福祉協議会関連予算一覧

　一般会計

■ 委託料

款 項 目 大事業名 中事業名 小事業名

家計改善支援業務委託

学習支援業務委託の一部（水口教室）

説明（細々節名等）

3 民生費

1 社会福祉費

1 社会福祉総務費

04
セーフティネット構築
事業

05
重層的支援体制整備事
業

参加支援業務委託

介護予防サービス計画作成業務委託

3

3 老人福祉費

03 老人福祉一般経費 04

07
重層的支援体制整備事
業

子ども・子育て支援事
業

アウトリーチ等を通じた継続的支援業務委託

多機関協働業務委託

タイムケア事業委託

老人福祉施設指定管理
事業

老人福祉センター指定管理委託（碧水荘指定
管理料）

老人福祉センター指定管理委託（フィランソ
土山指定管理料）

ボランティアポイント業務委託

生活支援体制整備業務委託

信楽地域包括支援センター業務委託

01
子ども・子育て支援事
業

こんにちは赤ちゃん訪問事業委託の一部

ファミリーサポート事業委託

■ 負担金補助及び交付金

児童福祉費 2 子育て支援費 03

社会福祉総務費

社会福祉協議会運営補助

生活困窮者支援等地域づくり補助（フードバ
ンク運営支援強化）

款 項 目 大事業名 中事業名

3 民生費

1 社会福祉費

1

小事業名 説明（細々節名等）

障害者地域交流事業補助

子ども食堂活動補助
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予算額
（千円）

予算書
ページ

2
障害者（児）福
祉費

01 障害者（児）支援事業 04 地域生活支援事業 06 訪問入浴サービス事業 5,349の一部 133

3 老人福祉費 04 老人福祉支援事業 02 在宅老人福祉事業 01 在宅老人福祉事業 116 145

予算額
（千円）

予算書
ページ

1 総務費 3
介護認定審
査会費

1
介護認定審査会
費

02 認定調査経費 01 認定調査経費 01 認定調査経費 5,000の一部 17

5
地域支援事
業費

3
包括的支援
事業・任意
事業費

2 任意事業費 01 任意事業費 01 任意事業費 01 任意事業費 2,090 35

■ 扶助費

款 項 目 大事業名

認知症キャラバンメイト業務委託

大事業名

3 民生費 1 社会福祉費

　介護保険特別会計

■ 委託料

款 項 目

訪問入浴サービス事業（障害者扶助費の一
部）

安否確認安心ダイヤル助成事業（老人福祉扶
助費の一部）

中事業名 小事業名 説明（細々節名等）

認定調査委託

中事業名 小事業名 説明（細々節名等）
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令和５年度　重層的支援体制整備事業当初予算（案）

令和５年度　重層的支援体制整備事業当初予算 340,011 千円

①包括的相談支援事業 228,021 千円 ②アウトリーチ等継続的支援 2,699 千円

アウトリーチ等継続的支援事業

【高】 地域包括支援センター運営事業 135,331 千円

【障】 相談支援事業（障がい） 24,179 千円 ③参加支援 7,257 千円

【こ】 利用者支援事業（母子保健型） 24,951 千円

【こ】 子育てコンシェルジュ事業 15,583 千円 【新規】プラットフォームKOKA事業 等

【こ】 利用者支援事業（基本型） 16,768 千円

【困】 自立相談支援事業 11,209 千円 ⑤多機関協働事業 15,979 千円

多機関協働事業 等

④地域づくり事業 86,055 千円

【高】 生活支援体制整備事業 8,530 千円 【こ】 子育て世代包括支援センター管理事務

【高】 地域介護予防支援事業 2,255 千円 地域子育て支援センター管理事務費 49,657 千円

【高】 地域介護予防支援事業(100歳大学） 3,798 千円 地域子育て支援センター運営事業

【障】 地域活動支援センター事業 19,315 千円 地域子育て拠点事業

【困】 生活困窮者支援等のための地域づくり事業 2,500 千円

【高】高齢者、【障】障がい、【こ】こども、【困】生活困窮

【新規】居場所の創出応援事業

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料

関連議案番号：議案第１号

所管部名：健康福祉部 こども政策部

人々がつながり 暮らしの中で感じる幸せを 未来へつなぐまち あい甲賀 （第2次甲賀市地域福祉計画基本理念）

①包括的相談支援事業

世代や属性を超えた相談を受け止め必要な支援につなぐ
これまで同様、連携し既存の制度で解決できるものは解決する。

複雑化・複合化した事例や課題は多機関協働事業者へつなぐ
（例） 8050世帯、共働き世帯で、介護と子育てを同時に抱えている等

【甲賀市社協に委託】

複雑化・複合化した事例や狭
間の問題の解決に向けて横断
的な協働のコーディネートを行
い支援を調整する

全
体
の

支
援
体
制
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

終
結

本
人
の
課
題
が
整
理
さ
れ
、

支
援
の
見
通
し
、
支
援
機

関
の
役
割
分
担
が
で
き
た

段
階
で
、
一
旦
、
終
結

【甲賀市社協に委託】
訪問等により継続的につながり続ける支援

参加支援の場
の創出

見守り等
居住支援

支援の実施
プランの実行

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

終
結

個
別
課
題
・
地
域
課
題
の
解
決

支援会議（同意なし/守秘義務）

定期（月1回）・随時（緊急）開催
・連携が必要なケース、複合的な
課題のケースの情報共有 ・
状況把握の確認・
チーム編成
・全ケースの支援進捗状況確認・
関係機関の役割整理

重層的支援会議
随時開催 本人同意あり
＊チームによる支援方針
・役割分担、プラン作成
・モニタリング
・プラン適性の協議
・プラン終結時の評価
・社会資源の充足状況
等の評価

⑤多機関協働事業

③参加支援
居場所
づくり

就労支援

【甲賀市社協に委託】
本人のニーズを丁寧にアセスメントしたうえで、
社会とのつながりを作るための支援を行う。

支
援
の
実
施

プ
ラ
ン
の
実
行

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

終
結

訪
問
・
相
談

相談・連絡・情報提供

・地域住民
・民生委員、児童委員
・支援関係機関
・他分野の連携機関
・各種会議からの情報

④地域づくり

生活支援課
・長寿福祉課
・地域包括
支援センター

・子育て政策課
・子育て支援センター
・子育て世代包括支援
センター
・すこやか支援課
・保健センター

・すこやか支援課
・保健センター

・基幹相談支援
センター
・相談支援事業所
・障がい福祉課

②アウトリーチ等継続的支援

孤立を防ぎ、誰もが活躍できる
場づくり・地域づくりに向けた支援

・生活支援体制整備事業
・地域介護予防活動支援事業

[長寿福祉課]

・地域子育て支援拠点事業
[子育て政策課]

・生活困窮者支援等の
ための地域づくり事業

[生活支援課]

・地域活動支援センター事業
[障がい福祉課]

甲賀市 重層的支援体制整備事業
…令和４年度から①～⑤を一体的に取り組んでいます…

◆終結後も、支援の主担当の
「伴走支援」する体制を確保します

健康こども高齢障がい生活困窮

参加支援が必要

アウトリーチ支援が必要
会議内で役割分担や課題等を整理、ご本人の意向・
希望を確認し適切な機関に支援をつなぐ。

①へのつなぎ
もどしもある
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所管課名：健康福祉部生活支援課

制度のめざす目標
（１）生活困窮者の自立と尊厳の確保 （事業費：2,100千円　補助率3/4）
（２）生活困窮者支援を通じた地域づくり ○住居確保給付金の支給（必須事業）

再就職のために居住の確保が必要な者

就職活動を支えるため家賃費用を有期で給付

（事業費：2,808千円　補助率2/3）

○就労準備支援事業（任意事業　しがらき会委託）

就労に向けた準備が必要な者（離職を繰り返す者、ひきこもりの者等）
一般就労に向けた日常生活自立・社会的自立・就労自立のための訓練

緊急的な支援 （事業費：482千円　補助率2/3）

○一時生活支援事業（任意事業）

緊急に衣食住の確保が必要な者

ホームレス等住居喪失者へ日常生活に必要な支援を提供

家計再建支援 （事業費：3,566千円　補助率2/3）

○家計改善支援事業（任意事業　社会福祉協議会委託）

家計から生活再建の必要な者

家計状況を「見える化」し利用者の家計管理の意欲を引き出す支援、法律相談

（事業費：2,500千円　補助率1/2  重層的支援体制整備事業）

○共助の基盤づくり事業

生活困窮者支援等のための地域づくり（フードバンクeこころステーション、ひきこもりサロンの運営補助）

行路病人等取扱費 （事業費：352千円）

 こども支援 （事業費：26,055千円　補助率1/2）
新しい生活困窮者支援のかたち ○学習支援事業「学んでいコウカ」（任意事業）

(1)包括的な支援 貧困の連鎖の防止

(2)個別的な支援

(3)早期的な支援

(4)継続的な支援

(5)分権的・創造的な支援

　　（R4 26,003千円/前年度比1.01 ）

・生活と就労に関する支援員を
配置しワンストップ型の相談窓
口により相談業務を行う。

（R4　979千円/前年度比2.55 ）

関連議案番号：議案第１号

（R4  7,728千円/前年度比1.45
重層的支援体制整備事業）

　　（R4  482千円/前年度比1.00 ）

　　（R4  3,370千円/前年度比1.06 ）

　共助の取組支援

生活保護世帯のこどもを含む生活困窮世帯のこどもへの学習支援や居場所づくり

　　（R4  2,808千円/前年度比1.00 ）

　　（R4  2,100千円/前年度比1.00 ）居住確保支援

生活困窮者自立支援制度　各支援事業の対象者及び目的等
令和５年３月定例会　予算決算常任委員会　資料

関連科目：歳出　０３－０１－０１

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

包括的な相談支援

○自立相談支援事業
（必須事業）

 就労支援

（事業費：11,209千円　補助率3/4）

・アウトリーチ支援も含め、生活保護
にいたる前の段階から早期に支援
を行う。

・一人ひとりの状況に応じ自立
に向けた支援計画を作成する。

・地域ネットワークの強化、社
会資源の開発等地域づくりを行
う。

　　（R4  184千円/前年度比1.91）
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〇

〇 　生活保護世帯のこどもや生活困窮世帯のこども、ひとり親家庭などで養育支援が必要なこども

〇 　学習支援事業基本方針　

　④学びへの支援、⑤保護者への支援

保護者送迎を基本とし、家庭の事情により送迎ができない家庭については送迎する。

〇 教室数の推移

甲南木曜教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

甲賀教室
【業務委託】

甲賀会

昼の教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

信楽教室
【業務委託】
しがらき会

水口火曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

甲南火曜教室
【業務委託】

甲南会

水口月曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

水口水曜教室
【直営】

介護老人保健施設　さ
さゆり

甲南木曜教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

甲賀教室
【業務委託】

甲賀会
令和2年度

令和3年度
令和4年度

水口月曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

信楽教室
【業務委託】
しがらき会

水口火曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

甲南火曜教室
【業務委託】

甲南会

水口水曜教室
【直営】

土山教室
【業務委託】
洗心福祉会

令和5年度
水口月曜教室

【業務委託】
社会福祉協議会

信楽教室
【業務委託】
しがらき会

水口火曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

甲南火曜教室
【業務委託】

甲南会

水口水曜教室
【直営】

土山教室
【業務委託】
洗心福祉会

甲南木曜教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

甲賀教室
【業務委託】

甲賀会

昼の教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

甲南金曜教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

平成28年度
信楽教室

【直営】
紫香楽ヴィラ

水口水曜教室
【直営】

甲南教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

平成29年度
平成30年度
令和元年度

水口月曜教室
【業務委託】

社会福祉協議会

信楽教室
【業務委託】
しがらき会

水口水曜教室
【直営】

甲南木曜教室
【業務委託】
NPO法人

ｻﾎﾟｰﾄﾊｳｽほほえみ

・家庭への支援 こどもが基本的な生活習慣を身につけ、将来の希望を持って夢を叶えるために保護者の養育
支援を通じた家庭全体への支援を充実させる。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

平成27年度
水口教室

【直営】
水口中央公民館

概　 略

　基本方針をもとに、サポーター等による宿題や自主学習等の指導のほか、異年齢の人との交流により社会性を
身に付けることを促す。

・送迎

・食事　　調理サポーター等による食事を提供し、仲間やサポーターとともに温かい食事を楽しみ、感謝の心を育
む。

　①心いやされる居場所づくり、②生活習慣の確立と食の取り組み、③将来への夢や職業観を持たせる取り組み

　令和５年３月定例会　予算決算常任委員会　資料
　関連議案番号：議案第１号
　関連科目：歳出　０３－０１－０１
　所管課名：健康福祉部生活支援課

学習支援事業「学んでいコウカ」について

　生活困窮家庭などの支援が必要な家庭のこどもたちが、将来に夢を描き夢を追い続けられるよう、生きる力や規
則正しい生活習慣を身につけること、および居場所づくりのため学習支援事業の充実を図り、負の連鎖を解消す
る。

目　 標

対象者

  5



〇 対象者および対象者数の推移

高校生年代まで拡大

小中学校休業期間4～5月の平日毎日開催

令和４年度 37 18 10 65

64

85

合計小学生

28

17

13

1 0

44 10 12

8

37 15 12令和３年度

年度 中学生
高校生
（年代）

36 9平成２９年度 40

16

44

43

（臨時教室） 7

令和２年度

平成３０年度

令和元年度

85

66

76
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生活保護

○過去４年間の生活保護費の支出状況

世帯数 人数 保護率

(世帯) (人)  

平成30年度 248 334 0.37%

令和元年度 246 322 0.36%

令和２年度 252 323 0.36%

令和３年度 252 314 0.35%

令和５年１月末 264 329 0.37%

○世帯類型別被保護世帯数

年度 高齢者世帯 母子世帯 障害者世帯 傷病者世帯 その他世帯

平成30年度 129 15 39 17 48

令和元年度 124 14 43 18 47

令和２年度 124 13 47 24 44

令和３年度 132 11 49 20 40

令和５年１月末 136 12 55 17 44

○生活保護相談について

○就労支援について

○被保護者健康管理支援業務について

546,399,681

456,957,066

年度

 令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料
 関連議案番号：議案第１号
 関連科目：歳出 ０３－０４－０１
 所管課名：健康福祉部生活支援課

(円)

(世帯数･人数は各年度の平均値､
今年度分のみ令和5年1月末時点)

保護費

504,861,089

　生活保護受給者は、多くの健康上の問題を抱えているが、健診受診率が低く、健康に向けた
活動が低調な状況にある。こうした状況を踏まえ、令和3年１月開始の「被保護者健康管理支援
事業」により、健康課題を把握するため健康・生活面での基礎データの収集・分析を行い、効果
的かつ効率的な指導等をケースワーカーまたは保健師の同行訪問により実施している。

596,703,312

522,227,356

　就労支援員１名を配置し、受給者に対して求職活動についての助言や、ハローワークと連携
し早期就労による自立の助長を図っている。稼動能力の活用が可能な対象者への就労支援を
促進し、関係機関、生活困窮者自立支援担当などと連携をはかり支援を実施している。

　様々な事情で申請に至っていない世帯もあることから、最低限度の生活を維持することができ
なくなった場合にはスムーズに生活保護制度につながるよう生活困窮者自立支援窓口や関係
課等と連携をはかっている。
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１  誰もが住み慣れた地域で安心して生活できる (地域でともに暮らす）

(地域でともに学ぶ）

(地域でともに働く）

(地域でともに活動する）

(「オール甲賀」でのまちづくり）

  ○障害児・者福祉サービス  

   

自立支援給付 2,138,679千円   ○地域生活支援事業   ○相談支援事業(地域生活支援拠点等事業）
補装具給付 26,000千円

     ○その他事業 
手話通訳員設置 5,831千円 基幹相談支援センター業務 7,008千円

58,812千円 手話通訳者派遣 1,988千円 身体障がい者相談支援 8,068千円

医療的ケア児童生徒通学支援 1,227千円 手話奉仕員養成講座 954千円 知的障がい者相談支援 8,227千円    障害者虐待防止に向けた取組 565千円

200千円 その他情報アクセシビリティ推進事業 居住サポート支援 876千円    障害者差別解消に向けた取組 196千円

身体障害者自動車利用支援 600千円 4,368千円    障害支援区分認 4,157千円

400千円 タイムケア 2,435千円    優先調達法関係(公共施設管理等) 7,910千円

知的障害者自立生活支援 1,891千円 移動支援 2,445千円 地域活動支援センター(Ⅱ型) 1,315千円    障がい者施設等 2,708千円

精神障害者地域生活定着支援 144千円 芸術文化活動支援事業 500千円    障がい者工賃確保等支援事業 180千円

通所施設等交通費補助 2,136千円 日中一時支援 15,925千円 地域支援員派遣事業 1,970千円    農福連携促進事業 500千円

自動車燃料費補助 750千円 福祉ホーム入所 1,930千円 24時間対応型利用制度支援 900千円    障がい者団体活動支援 1,526千円

福祉車両運賃助成 5,744千円 成年後見制度利用助成 3,210千円    福祉人材確保研修費補助 45千円

滋賀型地域活動支援センター 8,603千円 訪問入浴サービス 5,349千円    就労支度金補助 360千円
日中活動の場支援 2,574千円 障害者日常生活用具給付 23,000千円 就労サポーター設置 807千円    次期計画策定事業 4,222千円

重度障害者地域包括支援 18,396千円 重度障害者等就労支援 746千円 身体・知的障害者相談員委嘱 397千円 3,611千円
    

精神障がい者相談支援・地域

活動支援センター(Ⅰ型)
18,000千円

難聴児補聴器購入等助成

認証発達障害者ケア

         マネジメント支援
584千円

２  障がいのある子どもの学びと成⾧を支える

３  生き生きと働くことができる

４  障がいのある人の自己実現と社会参加

５  福祉のまちを推進するための共生社会の実現

 ※地域生活支援拠点等事業とは※

 障がい児者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据

え、地域の関係機関が協力して障がいのある人の生活を

支える仕組みです。5つの機能（①相談、②体験の機

会・場の提供、③緊急時の受け入れ・対応、④専門的

人材の確保、⑤地域の体制づくり）を推進します。

2,353,069千円

68,681千円 48,152千円

ʬ重層的支援体制整備事業ʭ

更生医療・育成医療・

  療養介護医療給付
86,913千円

障害福祉手当給付
25,980千円

住宅改造事業補助

   その他事務費等

保健・医療

子どもの発達と子育て

への多様な支援

防災・防犯等の推進

地域活動や余暇

への支援

情報アクセシビリ

ティの推進

職業訓練機会と

福祉的就労環境
文化芸術活動・障が

いスポーツの振興

みんなでつながり 支えあう
安心・交流・生きがいとしあわせを感じるまち あい甲賀

地域生活への支援や

サービス

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料

関連議案番号：議案第１号

関連科目：歳出 ０３－０１－０２

所管課名：健康福祉部障がい福祉課

相談・支援体制

学校教育と進路支援

雇用・就業の促進

差別解消・権利擁護

福祉のまちづくり
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児童虐待
相談

その他の
養護相談

重症心身
障害相談

知的障害
相談

発達障害
相談

ぐ犯行為
等相談

触法行為
等相談

性格行動
不登校相

談
適正相談

育児・し
つけ相談

平成30年度 231 83 1 1 3 319

令和元年度 256 40 1 1 3 4 4 1 5 315

令和2年度 397 127 4 1 1 10 4 20 7 4 21 596

令和3年度 387 78 2 3 5 2 10 7 1 5 27 527

令和4年4月～
令和5年2月

364 88 3 3 1 9 2 2 56 528

合計

新規相談　相談内容別件数

養護相談

相談内容 保健相談

障がい相談 非行相談

その他の
相談

育成相談

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料

関連議案番号：議案第１号

関連科目：歳出 ０３－０３－０２

所管課名：健康福祉部 家庭児童相談室
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在宅寝たきり高齢者等介護激励金支給事業 介護用品購入費助成事業

※介護保険特別会計対応（予算額：１４,２００千円）

介護が必要な高齢者等を在宅で介護し、かつ高齢者
等と生計を同じくしている介護者に激励金を支給します。
●対象

要介護４又は要介護５と判定された高齢者等を入院・
短期入所等を利用する日を除き、在宅で１ケ月１５日以
上介護している方。（高齢者等が特別障害者手当・福祉
手当を受給している場合は対象となりません。また介護
保険料を滞納されている場合は対象となりません。)
●助成　　（支給月：　５月・９月・１月）
　寝たきり高齢者一人につき、１ヶ月:５，０００円

※対象者のうち介護負担が重度の方（市基準により審
査）に対し、１年:１０，０００円の加算があります。（支給月:
１月）

※介護保険特別会計対応（予算額：５２，０００千円）

在宅での生活において介護の必要な方に介護用品に
係る費用の軽減のため助成券を交付します。
●対象

要介護１から要介護５の認定を受け、常時おむつの必
要な状態が３ケ月以上継続している在宅高齢者で､かつ
市民税非課税の方。（在宅高齢者が特別障害者手当・
福祉手当を受給している場合は対象となりません。また
介護保険料を滞納されている場合は対象となりません。）
※障害者紙おむつ購入費補助事業との併用はできませ
ん。
●助成　　１ヶ月に５，０００円の助成券の交付
●対象品目

紙おむつ・リハビリパンツ・尿取りパッド・清拭剤・おしり
拭き・使い捨て手袋・尿取りシーツ・ポータブルトイレ用消
臭剤、使用済おむつ消臭袋

（予算額：３００千円）

理美容院へ出向くことが困難な高齢者に対して、自宅に
出張して理美容サービスを提供します。
●対象
　おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢者のみ
の世帯で一般の理美容サービスを利用することが困難な
方。
●助成
　理美容店の出張料として２ケ月に２，５００円の助成券
の交付。
※理美容代金は個人負担となります。

介護認定者福祉車両運賃助成事業 移送サービス事業

（予算額：１１，８４４千円）

　通院や買い物の外出支援のため助成券を交付します。
（指定のタクシー事業者、コミュニティバス、信楽高原鐵
道で利用できます。）
●対象

要支援以上の認定を受けた在宅の方で、かつ住民税
非課税世帯の方。
●助成（決定時期により助成金額が異なります。）
　要支援１から要介護１の方
　年間　１８，０００円の助成券の交付。（１００円券）
　要介護２から要介護５の方
　年間　６０，０００円の助成券の交付。（１００円券）
※移送サービス事業、障害者福祉車両運賃助成事業及
び障害者自動車燃料費補助事業との併用はできませ
ん。

（予算額：１，５００千円）

公共交通機関（バスやタクシー）を利用することが困難
な高齢者に対して市内への医療機関への通院を支援し
ます。
●対象

公共交通機関の利用が困難な在宅の６５歳以上の高
齢者で市民税非課税世帯の方。
●助成

年間２４枚（年間１２往復分）の移送サービス利用券の
交付。（介助が必要な方は介護者の同乗が必要です。）
※介護認定者、障害者福祉車両運賃助成事業及び障
害者自動車燃料費補助事業との併用はできません。入
院および退院時には利用できません。

配食サービス事業 訪問理美容サービス助成事業

　※介護保険特別会計対応（予算額：６，９６０千円）

　疾病などの理由で食事の用意や買物ができない方に
配食サービスの費用を一部助成します。
●対象
　おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢者のみ
の世帯の方で疾病などの理由で食事の調理・買物が困
難で、かつ代わりに調理・買物をしてもらえる親族等がい
ない方。
●助成　　週7回以内（1日１食限度）
●費用　　配食にかかる費用から市負担（３００円または２
００円）を控除した金額を利用者が負担。

令和５年３月定例会　予算決算常任委員会　資料
関連議案番号：議案第１号
関連科目：歳出　 ０３－０１－０３
所管課名：健康福祉部　長寿福祉課

下記内容のチラシを要介護・要支援認定結果通知に同封し、在宅高齢者サービスの内容についてお知らせしています。
（※各事業費については事務費を除く。）
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障害者控除対象者認定書 徘徊高齢者事前登録事業
　

＝お問い合わせ＝
甲賀市役所　長寿福祉課
高齢者支援係 ６９－２１６４
介護保険係 ６９－２１６５

水口地域包括支援センター ６５－１１７０
土山地域包括支援センター ６６－１６１０
甲賀地域包括支援センター ８８－８１３６
甲南地域包括支援センター ８６－８０３４
信楽地域包括支援センター ８２－３１８０

　６５歳以上の方で障害者手帳等の交付を受けていない
場合でも、認知症や寝たきりなど、下記の状態である場
合は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受けると所
得税等の障害者控除の対象となります。
●対象
　《特別障害者控除》
　①日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎
通の困難さが頻繁に見られ、常時介護を必要とし、目を
離すことができない状態の方。
　②６ヶ月以上寝たきりの状態で、排泄、食事、着替えに
介助を必要とする方。
　③指定医の診断書等で身体障がいの程度が１級また
は２級に該当する方。
　《障害者控除》
　④日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎
通の困難さが見られ、介護を必要とする状態の方。
　⑤指定医の診断書等で身体障がいの程度が３級から６
級に該当する方。
●費用　　無料

　（予算額：２，００３千円）
　※うち　１，２６７千円は介護保険特別会計対応

　ひとり暮らし高齢者に日常生活用具を給付・貸与しま
す｡
●対象　６５歳以上の高齢者で用具を必要とする方
●助成
　【給付】　電磁調理器、火災警報器、自動消火器、ネブ
ライザー（吸入器）、たん吸引機、点滴スタンド、腰掛便
座、入浴補助用具、歩行器、歩行補助つえ、手すり
　【貸与】　高齢者用電話
●費用
　購入費用（上限あり）の１割　（生活保護受給者を除く）

　（予算額：１７４千円）

　認知症等により徘徊が見られる高齢者の早期発見およ
び安全を図るため、携帯型発信機器の利用にかかる費
用の一部を助成します。
●対象
　認知症等により徘徊が見られるおおむね６５歳以上の
高齢者を在宅で介護している方。
●助成
　携帯型発信機器の新規利用にかかる経費および毎月
の基本使用料の一部を助成

※機器の消耗品、規定回数を超える高齢者の検索およ
び保護にかかる経費は個人負担となります。

　認知症等により徘徊のおそれのある高齢者を対象に、
行方不明になっても迅速な対応ができるように情報を事
前に登録していただき、徘徊を早期に察知するために、
所持品に貼付できるQRコードシールを配布します。
●対象
認知症等により徘徊のおそれのあるおおむね６５歳以上
の高齢者。
●費用　　無料

高齢者日常生活用具給付等事業

（予算額：１７３千円）

高齢者や障がい者の世帯の方で、家事援助など、日常
生活を行うなかで困難になったことを支援します。
●対象

おおむね６５歳以上の高齢者世帯の方または障がいの
ある方の世帯の方。
●助成

家事援助(掃除、洗濯、布団干しなど)、外出援助(通
院、散歩の付き添いなど)、軽微な作業(電球や蛍光灯の
交換など)で１時間未満で終了する作業。
●費用
　３０分未満の利用　　　　　　　　 ２００円
　３０分から１時間未満の利用　　４００円
◎申込みは、長寿福祉課及び各地域包括支援センター
までお願いいたします。
※介護保険法により、ヘルパー等のサービスを受けてい
る方は、そのサービスが優先となります。

徘徊高齢者家族支援サービス事業

緊急通報システム事業 高齢者・障がい者安心生活支援事業

（予算額：１,２６１千円）

ひとり暮らしの高齢者の急病等緊急時に対応ができる
よう、緊急通報用装置を設置します。
●対象

６５歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯
で慢性疾患があるなど日常生活で常時注意を要する状
態にある方。
●助成
　緊急時の対応のため、緊急通報用装置を貸与。
●費用

緊急通報用装置の利用料 月額０円・１２０円・２４０円
（利用者の介護保険料の段階に応じて負担が変わりま
す。）
※電話の基本料金、通話料及び追加の配線工事等に
ついては個人負担となります。

◎この事業の対象にならない場合でも月額１，４３０円で
ご利用いただけますので、ご相談ください。
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令和５年度すこやか支援課事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料 

関連議案番号：議案第１号 

所管課名：健康福祉部すこやか支援課 基本理念：地域で共に支え合い生きがいをもって健康長寿で幸せに暮らせるまち 

産前・乳幼児期 児童・思春期 青年期 壮年期 高齢期 

母子保健事業 
・電子母子手帳（こうか Smile アプリ） 
・母子健康手帳交付 
・妊婦健康診査費及び多胎妊婦健康診査公費負担 
・マタニティ歯科健診 
・新生児聴覚検査・新生児訪問指導 
・乳幼児健康診査 ・フッ化物洗口事業 

子育て世代包括支援事業 
・おむつ等支給子育て支援業務（こうかおむつ便） 
・利用者支援事業（母子保健型）・産後ケア事業 

母子保健助成事業 
・特定、一般不妊治療費及び不育症治療費補助 
・未熟児養育医療費扶助 

母子保健給付事業 

・こうか出産・子育て応援金交付 

健康推進員活動支援事業 ・予防接種事業（定期予防接種） ・感染症予防事業 ・自殺対策事業 ・保健センター管理経費 

健康推進事業 
・健康手帳の交付 
・基本健診・肝炎ウイルス検診 
・各種がん検診                 
（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん）

・骨粗しょう症検診・歯周疾患検診・ピロリ菌検査  
・健康相談・健康教育・訪問指導 
・がん患者医療用補正具助成 

 
健康寿命を延ばそう事業 

・まるっと食育推進プロジェクト 
・在宅リハビリテーション支援業務 
・いきいき農園利用料補助 

保健事業と介護予防の 
一体的事業 

・電子母子手帳           ９９０千円 ・健康診査事業       ７８，０５１千円 ・保健事業と介護予防の一体的事業  ２，３４１千円 
・妊婦健康診査業務     ６０，２３９千円 ・訪問指導事業           ２７千円 ・保健ｾﾝﾀｰ管理経費       ３１４，０９３千円 
・多胎妊婦健康診査業務      ２５２千円 ・健康教育事業          ４８９千円  
・ﾏﾀﾆﾃｨ歯科健診業務      １，０５１千円 ・健康相談事業          ２９７千円 
・乳幼児健康診査      １１，６０３千円 ・ﾋﾟﾛﾘ菌検査           ４２０千円 
・産後ケア事業           ７１９千円 ・がん患者医療用補正具助成事業  ７５０千円  
・おむつ等支給子育て支援  ２０，３８３千円 ・健康寿命を延ばそう事業    １，７７８千円 
・特定、一般不妊治療費補助    ６２５千円 ・自殺対策事業        ３，０２９千円                          
・不育症治療費補助         １００千円 ・健康推進員活動支援事業   ２，３５４千円  
・未熟児養育医療費扶助    ６，０１１千円 ・予防接種事業       ２３５，０７５千円  
・出産子育て応援金事業   ６８，４０１千円 ・感染症予防事業      ２６，３９５千円  

こうか版ネウボラで、妊娠期から誰一人取り残すことなく切れ目のない支援。そして、家族、地域の健康づくりにつなげる。 



令和5年度目標

受診者
（人）

全受診者
（人）

うち69歳まで
（人）

全受診者
（人）

うち69歳まで
（人）

受診率
（％）

胃がん検診 1,756 1,271 1,153 1,368 941 2.7

大腸がん検診 2,290 2,223 1,278 2,410 1,387 3.9

肺がん検診 1,740 1,525 1,031 1,489 1,030 2.9

子宮頸がん検診 2,160 1,984 1,759 2,789 2,537 9.7

乳がん検診 1,920 1,633 1,339 2,202 1,902 10.9

●受診率は、国報告に準じて69歳までで算出

うち69歳まで

対象者

②子宮がんおよび乳がんの受診率＝算定受診数／対象者数×100

算定受診数＝[前年度の受診者数]＋[当該年度の受診者数]

 －[前年度および当該年度における2年連続の受診者]

令和4年度実績※ 令和3年度実績

※令和4年12月現在

受診率＝ ×１００

令和５年３月定例会 予算決算常任委員会 資料

関連議案番号：議案第１号

関連科目：歳出 ４－１－２

所管課名：健康福祉部すこやか支援課
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